
トップインタビュー

―新規就農者の独立支援研修生

制度を作られて、丸８年ですね。

これまで25人が巣立っていき、
今10 人くらいがしっかりと農業を
やっています。残りの人たちも違
う作物の勉強をするために別の農
業法人で働いていたり、販売の勉
強をしたりしています。
―研修の期間は何年ですか？

だいたい３、４年ですね。それ
くらいやると体力が備わってきま
す。例えば１反の畑に種を植える
のに１週間かかる人と２日でやれ
る人では大きな違いが出ます。ビ
ジネスとして考えた場合、労働時
間が３倍違う。すると収益が変
わってきます。大切なのは、まず
その体力をつけることなんです。
―制度を作られたきっかけは？

一番は若手の農業者が少なく
なって、なんとか増やさなければ
いけないと思ったことです。ちょ
うど事業として農業をやりたいと
いう若者たちが増えてきたことも
背中を押してくれました。
―統計的にも少しずつ増えているようですね。半面、

それ以上の速さで農家が減っています。

そうなんです。しかし、これはある意味チャンスで
す。私も農家の次男坊ですが、27年前、私が就農した頃
など、農家の子どもしか農業はできませんでした。やり
たくても耕作地がなかったのです。ところが今はいくら
でも耕作地が出てきます。大規模な農業ができるチャン

スです。経営的にも、農地を集約で
きれば必要経費も削減できます。
―やるなら“食べられる農家”を

目指せということですね。

そうでないと続きません。今回
のコロナで学んだことの１つは、
ワクチンにしても海外に依存して
いると必要なときに必要な分量は
届かないという現実でした。農作
物も同じで日本の食料自給率は今
37％（カロリーベース）です。タマ
ネギなど90％が輸入です。地産地
消とまでは言わなくても “国産国
消”にしなければと思います。
―そのためにも経営的に安定し

た農業にすることが大切だと……。

そこで私が力を入れているのが
BCP（事業継続計画）の策定です。
他の業種にも言えると思います
が、経営で大切なのは“万が一”に
備えることです。農業の一番の問
題、リスクは天候の変化なんです。
―台風の規模も年々大きくなっ

ているようですね。

京都も2017（平成29）年、18年とかなり大きな台風が
きて、甚

じん

大
だい

な被害を受けました。露
ろ

地
じ

栽培のネギは風に
弱いんです。こうしたリスクにどう対処するのか。私た
ちも生産地を京都府内で分散したり、低温貯蔵できる
設備をつくるなどをしてきました。万が一に備えるた
めにも、しっかりと自社の特性を知ることが大切です。
問われているのは、経営者自身が常に学び、経営力をつ
けることだと思います。 （聞き手 鳥飼新市）

経営で大切なのは
“万が一”に備えること常識のフイを突け！
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